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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
互いに交差する複数本の信号線及び複数本の走査線、前記信号線と走査線の各交点近傍に
配置されたスイッチ素子、前記スイッチ素子に接続された画素電極を含むアレイ基板、前
記画素電極と対向する対向電極を含む対向基板、前記アレイ基板と前記対向基板との間に
保持された液晶層を有する液晶表示パネルと、前記信号線に映像信号を供給する信号線駆
動回路と、前記走査線に走査信号を供給する走査線駆動回路と、前記信号線駆動回路と前
記走査線駆動回路を駆動するための外部駆動回路とを備えた液晶表示装置において、
前記信号線駆動回路は、
正極性の映像信号を伝送する正極性ビデオバス群と、負極性の映像信号を伝送する負極性
ビデオバス群と、各々が接続配線を介して前記正極性ビデオバス群の一つに接続される複
数の正極性スイッチと、各々が接続配線を介して前記負極性ビデオバス群の一つに接続さ
れる複数の負極性スイッチと、隣接する前記正極性スイッチと前記負極性スイッチとから
なるスイッチペアが共通の前記信号線に接続されるとともに、
前記正極性スイッチはＰ型薄膜トランジスタ、前記負極性スイッチはＮ型薄膜トランジス
タで構成され、
（２Ｎ－１）本目（Ｎ：自然数）の信号線に接続された正極性スイッチと（２Ｎ）本目の
信号線に接続された正極性スイッチのソース電極は、共通のコンタクトホールを介して前
記正極性ビデオバス群の中の１本に接続されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
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請求項１記載の液晶表示装置において、
（２Ｎ）本目の信号線に接続された負極性スイッチと（２Ｎ＋１）本目の信号線に接続さ
れた負極性スイッチのソース電極は、共通のコンタクトホールを介して前記負極性ビデオ
バス群の中に１本に接続されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
互いに交差する複数本の信号線及び複数本の走査線、前記信号線と走査線の各交点近傍に
配置されたスイッチ素子、前記スイッチ素子に接続された画素電極を含むアレイ基板、前
記画素電極と対向する対向電極を含む対向基板、前記アレイ基板と前記対向基板との間に
保持された液晶層を有する液晶表示パネルと、前記信号線に映像信号を供給する信号線駆
動回路と、前記走査線に走査信号を供給する走査線駆動回路と、前記信号線駆動回路と前
記走査線駆動回路を駆動するための外部駆動回路とを備えた液晶表示装置において、
前記信号線駆動回路は、
正極性の映像信号を伝送する正極性ビデオバス群と、負極性の映像信号を伝送する負極性
ビデオバス群と、各々が接続配線を介して前記正極性ビデオバス群の一つに接続される複
数の正極性スイッチと、各々が接続配線を介して前記負極性ビデオバス群の一つに接続さ
れる複数の負極性スイッチと、隣接する前記正極性スイッチと前記負極性スイッチとから
なるスイッチペアが共通の前記信号線に接続されるとともに、
前記正極性スイッチはＰ型薄膜トランジスタ、前記負極性スイッチはＮ型薄膜トランジス
タで構成され、
（２Ｎ－１）本目（Ｎ：自然数）の信号線に接続された負極性スイッチと（２Ｎ）本目の
信号線に接続された負極性スイッチのソース電極は、共通のコンタクトホールを介して前
記負極性ビデオバス群の中の１本に接続されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
請求項３記載の液晶表示装置において、
（２Ｎ）本目の信号線に接続された正極性スイッチと（２Ｎ＋１）本目の信号線に接続さ
れた正極性スイッチのソース電極は、共通のコンタクトホールを介して前記正極性ビデオ
バス群の中に１本に接続されることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、アクティブマトリクス型の液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、液晶表示装置に代表される平面表示装置は、薄型、軽量であることに加えて低消費
電力であることから、各種機器の表示装置として用いられている。中でも、マトリクス状
に配置された表示画素毎に薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）からなる画素スイッチング素子を
設けたアクティブマトリクス型の液晶表示装置（以下、ＴＦＴ－ＬＣＤ）は、画質が鮮明
で、かつＣＲＴと同等かそれ以上の高密度の表示性能を備えていることから、高精細な表
示画像が要求される分野で使用されている。
【０００３】
特に近年では、同一面積の透明絶縁基板上での有効画面領域を広げるとともに、製造コス
トの低減を図るために、駆動回路を内蔵した薄膜トランジスタ方式の液晶表示装置が開発
されている。これは、画素スイッチング素子に走査線を介して走査信号を供給する走査線
駆動回路と、同じく画素スイッチング素子に信号線を介して映像信号を供給する信号線駆
動回路を、表示画素が形成された透明絶縁基板上に一体に形成したものである。その中で
も、シフトレジスタなどで構成されるタイミング制御回路によりサンプリングを制御し、
信号線を介して供給される映像信号を信号線容量に保持した後に画素容量に書き込むサン
プルホールド（Ｓ／Ｈ）型駆動回路内蔵のＴＦＴ－ＬＣＤの開発が進められている。
【０００４】
図１１は、一般的なＳ／Ｈ型駆動回路内蔵のＴＦＴ－ＬＣＤの回路構成図である。このＴ
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ＦＴ－ＬＣＤ１００は、光透過型の液晶パネルとして構成された表示部１１０と、走査線
駆動回路１２０及び信号線駆動回路１３０とを備えており、図示しない透明絶縁基板（ア
レイ基板）上に一体に形成されている。
【０００５】
表示部１１０には、複数本の信号線１１１、及びこれと交差する複数本の走査線１１２が
マトリクス状に配置されており、両線の交点近傍には画素スイッチング素子となる薄膜ト
ランジスタ１１３が配設されている。この薄膜トランジスタ１１３のソース電極は信号線
１１１に接続され、ドレイン電極は画素電極１１４に接続されている。画素電極１１４と
対向電極１１５の間には液晶層１１６が狭持され、液晶容量Ｃｌｃを形成している。また
、液晶層１１６と並列に補助容量部１１７が接続され、補助容量Ｃｓを形成している。信
号線１１１を通じて書き込まれる映像信号は、所定期間、液晶容量Ｃｌｃと補助容量Ｃｓ
により保持される。対向電極１１５は、図示しない対向電極駆動回路に接続され、所定の
コモン電位（Ｖｃｏｍ）が与えられている。
【０００６】
走査線駆動回路１２０は、複数組のシフトレジスタ（Ｓ／Ｒ）１２１及び走査線駆動バッ
ファ１２２により構成され、図示しない外部駆動回路から供給される垂直同期信号（ＩＮ
２）及び垂直クロック信号（ＣＬＫ２）に基づいて、各走査線１１２に順次走査信号を出
力する。
【０００７】
信号線駆動回路１３０は、複数のシフトレジスタ（Ｓ／Ｒ）１３１、サンプリングスイッ
チ駆動バッファ１３２、ビデオバス１３３及びサンプリングスイッチ１３４により構成さ
れている。各サンプリングスイッチ１３４はそれぞれ信号線１１１に接続されており、シ
フトレジスタ１３１は、前記外部駆動回路から供給される水平同期信号（ＩＮ１）及び水
平クロック信号（ＣＬＫ１）に基づいて、サンプリングスイッチ駆動バッファ１３２及び
サンプリングスイッチ制御線１３５を介してサンプリングスイッチ１３４を制御し、前記
外部駆動回路から供給される映像信号（Ｖｉｄｅｏ１、２・・・Ｎ）を、所定のタイミン
グで信号線１１１にサンプリングする。
【０００８】
符号１４０は、前記透明絶縁基板の表面エリアから表示部１１０を除いたエリア（走査線
駆動回路１２０や信号線駆動回路１３０などの配置されるエリア）である額縁部を示して
いる。
【０００９】
上記のように構成されたＴＦＴ－ＬＣＤ１００では、駆動回路（１２０、１３０）を表示
部１１０と同様の製造工程で作製することができ、また安価なガラス基板等の透明絶縁基
板上に一体形成できることから、駆動回路をＴＡＢ方式で実装したＴＦＴ－ＬＣＤと比較
して、低コストで作製することが可能となる。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、図１１に示すようなＴＦＴ－ＬＣＤ１００では、駆動回路（１２０、１３０）
を表示部１１０と同じ透明絶縁基板上に形成するため、駆動回路をＴＡＢ方式で実装した
ものと比べると、額縁部１４０の面積が大きくなる傾向にある。一方、市場においては、
同じ表示画面サイズであれば、全体のサイズがよりコンパクトなものが求められており、
額縁部１４０の面積を小さくするために、駆動回路を構成する薄膜トランジスタの回路規
模を小さくする必要に迫られている。しかし、近年は液晶表示装置の大型化が進み、透明
絶縁基板も大型化しつつあり、また一枚の透明絶縁基板から多くのパネルを作製すること
から、透明絶縁基板の大型化が進んでいる。このような大型の透明絶縁基板では、基板の
シュリンク（伸び縮み）、透明絶縁基板内での加工バラツキが大きくなるうえ、透明絶縁
基板の大型化に伴う露光機の位置合わせ精度が１μｍ以上と大きくなることから、駆動回
路を今以上に小さくすることは極めて困難と考えられている。
【００１１】
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この発明は、製造工程の追加や変更などを行うことなしに、回路規模を小さくすることが
できる液晶表示装置を提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、請求項１の発明は、互いに交差する複数本の信号線及び複数本
の走査線、前記信号線と走査線の各交点近傍に配置されたスイッチ素子、前記スイッチ素
子に接続された画素電極を含むアレイ基板、前記画素電極と対向する対向電極を含む対向
基板、前記アレイ基板と前記対向基板との間に保持された液晶層を有する液晶表示パネル
と、前記信号線に映像信号を供給する信号線駆動回路と、前記走査線に走査信号を供給す
る走査線駆動回路と、前記信号線駆動回路と前記走査線駆動回路を駆動するための外部駆
動回路とを備えた液晶表示装置において、前記信号線駆動回路は、正極性の映像信号を伝
送する正極性ビデオバス群と、負極性の映像信号を伝送する負極性ビデオバス群と、各々
が接続配線を介して前記正極性ビデオバス群の一つに接続される複数の正極性スイッチと
、各々が接続配線を介して前記負極性ビデオバス群の一つに接続される複数の負極性スイ
ッチと、隣接する前記正極性スイッチと前記負極性スイッチとからなるスイッチペアが共
通の前記信号線に接続されるとともに、前記正極性スイッチはＰ型薄膜トランジスタ、前
記負極性スイッチはＮ型薄膜トランジスタで構成され、（２Ｎ－１）本目（Ｎ：自然数）
の信号線に接続された正極性スイッチと（２Ｎ）本目の信号線に接続された正極性スイッ
チのソース電極は、共通のコンタクトホールを介して前記正極性ビデオバス群の中の１本
に接続されることを特徴とする。
【００１３】
請求項２の発明は、前記請求項１の発明において、前記信号線駆動回路は、（２Ｎ）本目
の信号線に接続された負極性スイッチと（２Ｎ＋１）本目の信号線に接続された負極性ス
イッチのソース電極は、共通のコンタクトホールを介して前記負極性ビデオバス群の中に
１本に接続されることを特徴とする。
【００１４】
請求項３の発明は、互いに交差する複数本の信号線及び複数本の走査線、前記信号線と走
査線の各交点近傍に配置されたスイッチ素子、前記スイッチ素子に接続された画素電極を
含むアレイ基板、前記画素電極と対向する対向電極を含む対向基板、前記アレイ基板と前
記対向基板との間に保持された液晶層を有する液晶表示パネルと、前記信号線に映像信号
を供給する信号線駆動回路と、前記走査線に走査信号を供給する走査線駆動回路と、前記
信号線駆動回路と前記走査線駆動回路を駆動するための外部駆動回路とを備えた液晶表示
装置において、前記信号線駆動回路は、正極性の映像信号を伝送する正極性ビデオバス群
と、負極性の映像信号を伝送する負極性ビデオバス群と、各々が接続配線を介して前記正
極性ビデオバス群の一つに接続される複数の正極性スイッチと、各々が接続配線を介して
前記負極性ビデオバス群の一つに接続される複数の負極性スイッチと、隣接する前記正極
性スイッチと前記負極性スイッチとからなるスイッチペアが共通の前記信号線に接続され
るとともに、前記正極性スイッチはＰ型薄膜トランジスタ、前記負極性スイッチはＮ型薄
膜トランジスタで構成され、前記信号線駆動回路は、（２Ｎ－１）本目（Ｎ：自然数）の
信号線に接続された負極性スイッチと（２Ｎ）本目の信号線に接続された負極性スイッチ
のソース電極は、共通のコンタクトホールを介して前記負極性ビデオバス群の中の１本に
接続されることを特徴とする。
【００１５】
請求項４の発明は、前記請求項３の発明において、（２Ｎ）本目の信号線に接続された正
極性スイッチと（２Ｎ＋１）本目の信号線に接続された正極性スイッチのソース電極は、
共通のコンタクトホールを介して前記正極性ビデオバス群の中に１本に接続されることを
特徴とする。
【００１６】
上記請求項１乃至請求項４の発明においては、Ｎ型薄膜トランジスタのソース領域）とＰ
型薄膜トランジスタのソース領域のコンタクトホールを個別に形成した従来構造に比べて
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、より狭い画素ピッチでも並列に配置することができる。このため、従来構造ではＰ型薄
膜トランジスタとＮ型薄膜トランジスタを交互に配置しなければならないような場合でも
、画素ピッチがＰ型薄膜トランジスタとＮ型薄膜トランジスタとを並列に配置可能な範囲
であれば、前記従来構造に比べて回路規模を小さくすることができる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、この発明に係わる液晶表示装置の実施形態について説明する。
【００１８】
［実施形態１］
図１は、実施形態１に係わるＴＦＴ－ＬＣＤの回路構成図であり、とくに信号線駆動回路
２３０の回路構成図である。ただし、この実施形態では８相４分割駆動の液晶パネルを例
に説明するため、図１１の信号線駆動回路１３０とは回路構成が異なる。他の部分の構成
は図１１と同じであり、同等部分には同一符号を付している。
【００１９】
図１において、図示しない透明絶縁基板上には、２４本の信号線Ｓ１～Ｓ２４を１ブロッ
クとして、並列に３２ブロックが配置されている（図１では１ブロックのみを示す）。こ
れら信号線は、同一基板上に集積化された信号線駆動回路２３０により駆動される。
【００２０】
信号線駆動回路２３０は、図示しない外部駆動回路から供給される水平同期信号ＩＮ１、
水平クロック信号ＸＣＬＫ１及びＸＣＬＫ２により駆動されるクロックドインバータ型の
シフトレジスタ１５０（図１では３２段のうちの一部を示す）と、正極性の映像信号が供
給されるビデオバスＰ１～Ｐ１２と、負極性の映像信号が供給されるビデオバスＮ１～Ｎ
１２と、シフトレジスタ１５０の出力により制御され、ビデオバスＰ１～Ｐ１２，Ｎ１～
Ｎ１２それぞれに供給される映像信号を信号線Ｓ１～Ｓ２４に伝達するＰｃｈのサンプリ
ングスイッチＳＷｐａ，ＳＷｐｂ，ＳＷｐｃ，ＳＷｐｘｄ・・・ＳＷｐｘ、Ｎｃｈのサン
プリングスイッチＳＷｎａ，ＳＷｎｂ，ＳＷｎｃ，ＳＷｎｄ・・・ＳＷｎｘとから構成さ
れている。
【００２１】
この実施形態の液晶パネルは、表示画面が縦に４分割されている。そして、１分割のエリ
アには、前述した２４本の信号線Ｓ１～Ｓ２４（１ブロック）が並列に３２ブロック配置
されている。
【００２２】
シフトレジスタ１５０の出力は、信号切り替え回路１６０を介して２４本の信号線Ｓ１～
Ｓ２４に対応したタイミング信号線ＴＳ１～ＴＳ４に分配される。このタイミング信号線
ＴＳ１～ＴＳ４は、それぞれサンプリングスイッチＳＷｎａ～ＳＷｎｘ，ＳＷｐａ～ＳＷ
ｐｘを構成するＭＯＳトランジスタのゲート電極に接続されている。
【００２３】
信号切り替え回路１６０には、図示しない外部駆動回路から極性反転信号Ｖｐｏｌが供給
されており、各信号線に出力される映像信号の極性は、極性反転駆動のために１フレーム
毎に切り替えられる。これにより、隣接する信号線には正極性の映像信号と負極性の映像
信号が１フレーム毎に交互に出力される。
【００２４】
図２は、図１の信号線Ｓ１，Ｓ２，Ｓ２３，Ｓ２４に接続されるサンプリングスイッチの
拡大構成図である。
【００２５】
サンプリングスイッチＳＷｐａ，ＳＷｐｂは正極性のビデオバスＰ１に接続され、サンプ
リングスイッチＳＷｐｗ，ＳＷｐｘは正極性のビデオバスＰ１２に接続されている。これ
らのサンプリングスイッチは、ＰｃｈＴＦＴからなるアナログスイッチである。またサン
プリングスイッチＳＷｎａ，ＳＷｎｂは負極性のビデオバスＮ１に接続され、サンプリン
グスイッチＳＷｎｗ，ＳＷｎｘは負極性のビデオバスＮ１２に接続されている。これらの
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サンプリングスイッチは、ＮｃｈＴＦＴからなるアナログスイッチである。
【００２６】
信号線Ｓ１，Ｓ２・・・Ｓ２３，Ｓ２４には、Ｐｃｈ，Ｎｃｈそれぞれのアナログスイッ
チがペアになって並列に配置され、それぞれのドレイン電極２１０が共通に接続されるこ
とにより、極性反転駆動を可能としている。
【００２７】
この実施形態ではＶライン反転駆動を行っているとして説明すると、（２Ｎ－１）本目（
Ｎ：自然数）の信号線Ｓ１，Ｓ３・・・Ｓ２３が正極性の時、（２Ｎ）本目の信号線Ｓ２
，Ｓ４・・・Ｓ２４は負極性であり、また信号線Ｓ１，Ｓ３・・・Ｓ２３が負極性の時、
信号線Ｓ２，Ｓ４・・・Ｓ２４は正極性となる。この極性は１フレーム毎に反転し、フリ
ッカのない映像を提供している。
【００２８】
このペアのアナログスイッチは、１ドットピッチ内の幅で構成されなければならない。信
号線Ｓ１にはＰｃｈＴＦＴであるＳＷｐａが、また信号線Ｓ２には、ＰｃｈＴＦＴである
ＳＷｐｂが接続されており、ＳＷｐａ，ＳＷｐｂのソース電極は、共通の正極性のビデオ
バスＰ１に接続されている。この時、Ｐｃｈのソース電極２２０におけるコンタクトホー
ル２２１は、ＳＷｐａ，ＳＷｐｂで共通化されている。
【００２９】
これによれば、前記ペアのアナログスイッチの幅を短縮化することができるため、例えば
、約５５μｍピッチのドットサイズまで額縁サイズを増大することなしに、アナログスイ
ッチを配置することが可能となる。
【００３０】
図３は、各ビデオバスに供給される映像信号の配列を示す説明図である。ビデオバスＰ１
，Ｐ２・・・Ｐ１２、Ｎ１，Ｎ２・・・Ｎ１２に供給される映像信号は、極性反転信号Ｖ
ｐｏｌにより１フレーム毎に極性反転されている。Ｖライン反転駆動を行った場合、正極
性のビデオバスＰ１は、奇数フレームでは信号線Ｓ１に映像信号を供給し、偶数フレーム
では信号線Ｓ２に映像信号を供給する。また、負極性のビデオバスＮ１は、奇数フレーム
では信号線Ｓ２に映像信号を供給し、偶数フレームでは信号線Ｓ１に映像信号を供給する
。ここで、奇数フレームと偶数フレームにおける信号線の対応関係を入れ替えても、同様
にＶライン反転駆動ができることはいうまでもない。
【００３１】
［実施形態２］
この実施形態２では、実施形態１のＴＦＴ－ＬＣＤ（図１）において、サンプリングスイ
ッチのＰｃｈ，Ｎｃｈの配置を入れ替えた例について説明する。すなわち実施形態２では
、サンプリングスイッチを並列に配置し、かつＮｃｈのソース電極におけるコンタクトホ
ールを共通化したＴＦＴ－ＬＣＤについて説明する。ただし、ＴＦＴ－ＬＣＤの回路構成
については説明を省略する。
【００３２】
図４は、実施形態２における信号線Ｓ１，Ｓ２，Ｓ２３，Ｓ２４に接続されるサンプリン
グスイッチの拡大構成図であり、図２と同等部分には同一符号を付している。
【００３３】
サンプリングスイッチＳＷｐａ，ＳＷｐｂは正極性のビデオバスＰ１に接続され、サンプ
リングスイッチＳＷｐｗ，ＳＷｐｘは正極性のビデオバスＰ１２に接続されている。これ
らのサンプリングスイッチは、ＰｃｈＴＦＴからなるアナログスイッチである。また、サ
ンプリングスイッチＳＷｎａ，ＳＷｎｂは負極性のビデオバスＮ１に接続され、サンプリ
ングスイッチＳＷｎｗ，ＳＷｎｘは負極性のビデオバスＮ１２に接続されている。これら
のサンプリングスイッチは、ＮｃｈＴＦＴからなるアナログスイッチである。
【００３４】
信号線Ｓ１，Ｓ２・・・Ｓ２３，Ｓ２４には、Ｐｃｈ，Ｎｃｈそれぞれのアナログスイッ
チがペアになって並列に配置され、それぞれのドレイン電極３１０が共通に接続されるこ
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とにより、極性反転駆動を可能としている。
【００３５】
この実施形態ではＶライン反転駆動を行っているとして説明すると、（２Ｎ－１）本目の
信号線Ｓ１，Ｓ３・・・Ｓ２３が正極性の時、（２Ｎ）本目の信号線Ｓ２，Ｓ４・・・Ｓ
２４は負極性であり、また信号線Ｓ１，Ｓ３・・・Ｓ２３が負極性の時、信号線Ｓ２，Ｓ
４・・・Ｓ２４は正極性となる。この極性は１フレーム毎に反転し、フリッカのない映像
を提供している。
【００３６】
このペアのアナログスイッチは、１ドットピッチ内の幅で構成されなければならない。信
号線Ｓ１にはＮｃｈＴＦＴであるＳＷｎａが、また信号線Ｓ２には、ＮｃｈＴＦＴである
ＳＷｎｂが接続されており、ＳＷｎａ，ＳＷｎｂのソース電極は、共通の負極性のビデオ
バスＮ１に接続されている。この時、ソース電極３２０におけるコンタクトホール３２１
は、ＳＷｎａ，ＳＷｎｂで共通化されている。
【００３７】
これによれば、前記ペアのアナログスイッチの幅を短縮化することができるため、例えば
、約５５μｍピッチのドットサイズまで額縁サイズを増大することなしに、アナログスイ
ッチを配置することが可能となる。
【００３８】
なお、ビデオバスＰ１，Ｐ２・・・Ｐ１２、Ｎ１，Ｎ２・・・Ｎ１２に供給される映像信
号については、実施形態１の図３と同じであるため説明を省略する。
【００３９】
［実施形態３］
この実施形態３では、実施形態１の構造によるサンプリングスイッチを並列に配置し、か
つＰｃｈ，Ｎｃｈのソース電極におけるコンタクトホールを共通化したＴＦＴ－ＬＣＤに
ついて説明する。
【００４０】
図５は、実施形態３に係わるＴＦＴ－ＬＣＤの回路構成図であり、とくに信号線駆動回路
３３０の回路構成図である。この実施形態においても、８相４分割駆動の液晶パネルを例
に説明する。また、図１の信号線駆動回路２３０とはサンプリングスイッチの配置や、タ
イミング信号線及びビデオバスの接続が異なるが、他の部分の構成は図１と同じであり、
同等部分には同一符号を付している。
【００４１】
図５において、図示しない透明絶縁基板上には、２４本の信号線Ｓ１～Ｓ２４を１ブロッ
クとして、並列に３２ブロックが配置されている（図５では１ブロックのみを示す）。こ
れら信号線は、同一基板上に集積化された信号線駆動回路３３０により駆動される。
【００４２】
信号線駆動回路３３０は、図示しない外部駆動回路から供給される水平同期信号ＩＮ１、
水平クロック信号ＸＣＬＫ１及びＸＣＬＫ２により駆動されるクロックドインバータ型の
シフトレジスタ１５０（図５では３２段のうちの一部を示す）と、正極性の映像信号が供
給されるビデオバスＰ１～Ｐ１３と、負極性の映像信号が供給されるビデオバスＮ１～Ｎ
１２と、シフトレジスタ１５０の出力により制御され、ビデオバスＰ１～Ｐ１３，Ｎ１～
Ｎ１２それぞれに供給される映像信号を信号線Ｓ１～Ｓ２４に伝達するＰｃｈのサンプリ
ングスイッチＳＷｐａ，ＳＷｐｂ，ＳＷｐｃ，ＳＷｐｄ・・・ＳＷｐｗ，ＳＷｐｘ、Ｎｃ
ｈのサンプリングスイッチＳＷｎａ，ＳＷｎｂ，ＳＷｎｃ，ＳＷｎｄ・・・ＳＷｎｗ，Ｓ
Ｗｎｘとから構成されている。
【００４３】
この実施形態の構成では、サンプリングスイッチＳＷｐａのソース電極は単独で正極性の
ビデオバスＰ１に接続されることになるため、正極性のビデオバスは負極性のビデオバス
よりも１本多い構成となる。
【００４４】
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また、この実施形態の液晶パネルについても、表示画面は４分割されている。そして、１
分割のエリアには、前述した２４本の信号線Ｓ１～Ｓ２４（１ブロック）が並列に３２ブ
ロック配置されている。
【００４５】
シフトレジスタ１５０の出力は、信号切り替え回路２６０を介して２４本の信号線Ｓ１～
Ｓ２４に対応したタイミング信号線ＴＳ１～ＴＳ４に分配される。このタイミング信号線
ＴＳ１～ＴＳ４は、それぞれサンプリングスイッチＳＷｎａ～ＳＷｎｘ，ＳＷｐａ～ＳＷ
ｐｘを構成するＭＯＳトランジスタのゲート電極に接続されている。
【００４６】
信号切り替え回路２６０には、図示しない外部駆動回路から極性反転信号Ｖｐｏｌが供給
されており、各信号線に出力される映像信号の極性は、極性反転駆動のために１フレーム
毎に切り替えられる。これにより、隣接する信号線には正極性の映像信号と負極性の映像
信号が１フレーム毎に交互に出力される。
【００４７】
図６は、図５の信号線Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４に接続されるサンプリングスイッチの拡大
構成図である。
【００４８】
サンプリングスイッチＳＷｐａは正極性のビデオバスＰ１に接続され、サンプリングスイ
ッチＳＷｐｂ，ＳＷｐｃは正極性のビデオバスＰ２に接続されている。これらのサンプリ
ングスイッチは、ＰｃｈＴＦＴからなるアナログスイッチである。またサンプリングスイ
ッチＳＷｎａ，ＳＷｎｂは負極性のビデオバスＮ１に接続され、サンプリングスイッチＳ
Ｗｎｃ，ＳＷｎｄは負極性のビデオバスＮ２に接続されている。これらのサンプリングス
イッチは、ＮｃｈＴＦＴからなるアナログスイッチである。
【００４９】
信号線Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４には、Ｐｃｈ，Ｎｃｈそれぞれのアナログスイッチがペア
になって並列に配置され、それぞれのドレイン電極４１０が共通に接続されることにより
、極性反転駆動を可能としている。
【００５０】
この実施形態ではＶライン反転駆動を行っているとして説明すると、（２Ｎ－１）本目の
信号線Ｓ１，Ｓ３（・・・Ｓ２３）が正極性の時、（２Ｎ）本目の信号線Ｓ２，Ｓ４（・
・・Ｓ２４）は負極性であり、また信号線Ｓ１，Ｓ３（・・・Ｓ２３）が負極性の時、信
号線Ｓ２，Ｓ４（・・・Ｓ２４）は正極性となる。この極性は１フレーム毎に反転し、フ
リッカのない映像を提供している。
【００５１】
このペアのアナログスイッチは、１ドットピッチ内の幅で構成されなければならない。信
号線Ｓ１にはＰｃｈＴＦＴであるＳＷｐａが、信号線Ｓ２にはＰｃｈＴＦＴであるＳＷｐ
ｂが、また信号線Ｓ３にはＰｃｈＴＦＴであるＳＷｐｃがそれぞれ接続されている。そし
て、ＳＷｐｂ，ＳＷｐｃのソース電極は、共通の正極性のビデオバスＰ２に接続されてい
る。さらに、信号線Ｓ１にはＮｃｈＴＦＴであるＳＷｎａが、信号線Ｓ２にはＮｃｈＴＦ
ＴであるＳＷｎｂがそれぞれ接続されている。そして、ＳＷｎａ，ＳＷｎｂのソース電極
は、共通の負極性のビデオバスＮ１に接続されている。そして、Ｐｃｈのソース電極４２
０におけるコンタクトホール４２１は、ＳＷｐｂ，ＳＷｐｃで共通化されている。またＮ
ｃｈのソース電極４３０におけるコンタクトホール４３１は、ＳＷｎａ，ＳＷｎｂ及びＳ
Ｗｎｃ，ＳＷｎｄでそれぞれ共通化されている。
【００５２】
これによれば、前記ペアのアナログスイッチの幅を短縮化することができるため、例えば
、約５０μｍピッチのドットサイズまで額縁サイズの増大することなしに、アナログスイ
ッチを配置することが可能となる。
【００５３】
図７は、各ビデオバスに供給される映像信号の配列を示す説明図である。ビデオバスＰ１
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，Ｐ２・・・Ｐ１３、Ｎ１，Ｎ２・・・Ｎ１２に供給される映像信号は、極性反転信号Ｖ
ｐｏｌにより１フレーム毎に極性反転されている。Ｖライン反転駆動を行った場合、正極
性のビデオバスＰ２は、奇数フレームでは信号線Ｓ３に映像信号を供給し、偶数フレーム
では信号線Ｓ２に映像信号を供給する。また正極性のビデオバスＰ１は、奇数フレームの
み信号線Ｓ１に映像信号を供給し、同じく正極性のビデオバスＰ１３は、奇数フレームの
み信号線Ｓ２４に映像信号を供給する。一方、負極性のビデオバスＮ１は、奇数フレーム
では信号線Ｓ２に映像信号を供給し、偶数フレームでは信号線Ｓ１に映像信号を供給する
。ここで、奇数フレームと偶数フレームにおける信号線の対応関係を入れ替えても、同様
にＶライン反転駆動ができることはいうまでもない。
【００５４】
［実施形態４］
この実施形態４では、実施形態３のＴＦＴ－ＬＣＤ（図５）において、サンプリングスイ
ッチのＰｃｈ，Ｎｃｈの配置を入れ替えた例について説明する。
【００５５】
図８は、実施形態４に係わるＴＦＴ－ＬＣＤの回路構成図であり、とくに信号線駆動回路
４３０の回路構成図である。この実施形態においても、８相４分割駆動の液晶パネルを例
に説明する。また、図５の信号線駆動回路３３０とはサンプリングスイッチの配置や、タ
イミング信号線及びビデオバスの接続が異なるが、他の部分の構成は図５と同じであり、
同等部分には同一符号を付している。
【００５６】
図８において、図示しない透明絶縁基板上には、２４本の信号線Ｓ１～Ｓ２４を１ブロッ
クとして、並列に３２ブロックが配置されている（図８では１ブロックのみを示す）。こ
れら信号線は、同一基板上に集積化された信号線駆動回路４３０により駆動される。
【００５７】
信号線駆動回路４３０は、図示しない外部駆動回路から供給される水平同期信号ＩＮ１、
水平クロック信号ＸＣＬＫ１及びＸＣＬＫ２により駆動されるクロックドインバータ型の
シフトレジスタ１５０（図８では３２段のうちの一部を示す）と、正極性の映像信号が供
給されるビデオバスＰ１～Ｐ１２と、負極性の映像信号が供給されるビデオバスＮ１～Ｎ
１３と、シフトレジスタ１５０の出力により制御され、ビデオバスＰ１～Ｐ１２，Ｎ１～
Ｎ１３それぞれに供給される映像信号を信号線Ｓ１～Ｓ２４に伝達するＰｃｈのサンプリ
ングスイッチＳＷｐａ，ＳＷｐｂ，ＳＷｐｃ，ＳＷｐｄ・・・ＳＷｐｗ，ＳＷｐｘ、Ｎｃ
ｈのサンプリングスイッチＳＷｎａ，ＳＷｎｂ，ＳＷｎｃ，ＳＷｎｄ・・・ＳＷｎｗ，Ｓ
Ｗｎｘとから構成されている。
【００５８】
この実施形態の構成では、サンプリングスイッチＳＷｎｘのソース電極は単独で負極性の
ビデオバスＮ１３に接続されることになるため、負極性のビデオバスは正極性のビデオバ
スよりも１本多い構成となる。
【００５９】
また、この実施形態の液晶パネルについても、表示画面は４分割されている。そして、１
分割のエリアには、前述した２４本の信号線Ｓ１～Ｓ２４（１ブロック）が並列に３２ブ
ロック配置されている。
【００６０】
シフトレジスタ１５０の出力は、信号切り替え回路３６０を介して２４本の信号線Ｓ１～
Ｓ２４に対応したタイミング信号線ＴＳ１～ＴＳ４に分配される。このタイミング信号線
ＴＳ１～ＴＳ４は、それぞれサンプリングスイッチＳＷｎａ～ＳＷｎｘ、ＳＷｐａ～ＳＷ
ｐｘを構成するＭＯＳトランジスタのゲート電極に接続されている。
【００６１】
信号切り替え回路３６０には、図示しない外部駆動回路から極性反転信号Ｖｐｏｌが供給
されており、各信号線に出力される映像信号の極性は、極性反転駆動のために１フレーム
毎に切り替えられる。これにより、隣接する信号線には正極性の映像信号と負極性の映像
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信号が１フレーム毎に交互に出力される。
【００６２】
図９は、図８の信号線Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４に接続されるサンプリングスイッチの拡大
構成図である。
【００６３】
サンプリングスイッチＳＷｎａは負極性のビデオバスＮ１に接続され、サンプリングスイ
ッチＳＷｎｂ，ＳＷｎｃは負極性のビデオバスＮ２に接続されている。これらのサンプリ
ングスイッチは、ＮｃｈＴＦＴからなるアナログスイッチである。またサンプリングスイ
ッチＳＷｐａ，ＳＷｐｂは正極性のビデオバスＰ１に接続され、サンプリングスイッチＳ
Ｗｐｃ，ＳＷｐｄは正極性のビデオバスＰ２に接続されている。これらのサンプリングス
イッチは、ＰｃｈＴＦＴからなるアナログスイッチである。
【００６４】
信号線Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４には、Ｐｃｈ，Ｎｃｈそれぞれのアナログスイッチがペア
になって並列に配置され、それぞれのドレイン電極５１０が共通に接続されることにより
、極性反転駆動を可能としている。
【００６５】
この実施形態ではＶライン反転駆動を行っているとして説明すると、（２Ｎ－１）本目の
信号線Ｓ１，Ｓ３（・・・Ｓ２３）が正極性の時、（２Ｎ）本目の信号線Ｓ２，Ｓ４（・
・・Ｓ２４）は負極性であり、また信号線Ｓ１，Ｓ３（・・・Ｓ２３）が負極性の時、信
号線Ｓ２，Ｓ４（・・・Ｓ２４）は正極性となる。この極性は１フレーム毎に反転し、フ
リッカのない映像を提供している。
【００６６】
このペアのアナログスイッチは、１ドットピッチ内の幅で構成されなければならない。信
号線Ｓ１にはＮｃｈＴＦＴであるＳＷｎａが、信号線Ｓ２にはＮｃｈＴＦＴであるＳＷｎ
ｂが、また信号線Ｓ３にはＮｃｈＴＦＴであるＳＷｎｃがそれぞれ接続されている。そし
て、ＳＷｎｂ，ＳＷｎｃのソース電極は、共通の負極性のビデオバスＮ２に接続されてい
る。また、信号線Ｓ１にはＰｃｈＴＦＴであるＳＷｐａが、信号線Ｓ２にはＰｃｈＴＦＴ
であるＳＷｐｂが接続されている。そして、ＳＷｐａ，ＳＷｐｂのソース電極は、共通の
正極性のビデオバスＰ１に接続されている。さらに、Ｎｃｈのソース電極５２０における
コンタクトホール５２１は、ＳＷｎｂ，ＳＷｎｃで共通化されている。またＰｃｈのソー
ス電極５３０におけるコンタクトホール５３１は、ＳＷｐａ，ＳＷｐｂ及びＳＷｐｃ，Ｓ
Ｗｐｄでそれぞれ共通化されている。
【００６７】
これによれば、前記ペアのアナログスイッチの幅を短縮化することができるため、例えば
、約５０μｍピッチのドットサイズまで額縁サイズを増大することなしに、アナログスイ
ッチを配置することが可能となる。
【００６８】
図１０は、各ビデオバスに供給される映像信号の配列を示す説明図である。ビデオバスＰ
１，Ｐ２・・・Ｐ１２、Ｎ１，Ｎ２・・・Ｎ１３に供給される映像信号は、極性反転信号
Ｖｐｏｌにより１フレーム毎に極性反転されている。Ｖライン反転駆動を行った場合、正
極性のビデオバスＰ１は、奇数フレームでは信号線Ｓ１に映像信号を供給し、偶数フレー
ムでは信号線Ｓ２に映像信号を供給する。一方、負極性のビデオバスＮ２は、奇数フレー
ムでは信号線Ｓ３に映像信号を供給し、偶数フレームでは信号線Ｓ２に映像信号を供給す
る。同じく負極性のビデオバスＮ１は、偶数フレームのみ信号線Ｓ１に、また負極性のビ
デオバスＮ１３は、奇数フレームのみＳ２４に映像信号を供給する。ここで、奇数フレー
ムと偶数フレームにおける信号線の対応関係を入れ替えても、同様にＶライン反転駆動で
きることはいうまでもない。
【００６９】
上述した実施形態１～４においては、トランスミッションゲートのドレイン側のコンタク
トホールを共通化するようにしてもよい。



(11) JP 4413361 B2 2010.2.10

10

20

30

【００７０】
またトランスミッションゲートのドレイン側のコンタクトホールと、ソース側のコンタク
トホールをともに共通化するようにしてもよい。この場合は、従来構造のトランスミッシ
ョンゲートに比べてさらに横幅を小さくすることができる。
【００７１】
【発明の効果】
以上説明したように、この発明に係わる液晶表示装置においては、電気的に同電位となる
Ｎ型薄膜トランジスタのドレイン領域又はソース領域と、Ｐ型薄膜トランジスタのドレイ
ン領域又はソース領域のコンタクトホールを共通化したので、従来構造の薄膜トランジス
タからなるＣＭＯＳ回路で前記素子を構成した場合に比べて、より狭い画素ピッチでも素
子を並列に配置することができる。これによれば、画素ピッチが前記素子を並列に配置可
能な範囲であれば回路規模を小さくすることができるため、とくにＳ／Ｈ型駆動回路内蔵
の液晶表示装置とした場合には、簡単な構成で額縁部の面積を小さくすることができる。
【００７２】
また、従来と同一の製造プロセスで透明絶縁基板上に形成することができるため、薄膜ト
ランジスタのＬ長を短くしたり、コンタクトサイズを小さくする手法のように製造工程の
追加や変更などが不要となり、生産性の低下やコスト増を招くことがない。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態１に係わるＴＦＴ－ＬＣＤの回路構成図。
【図２】図１に示すサンプリングスイッチの拡大構成図。
【図３】図２の各ビデオバスに供給される映像信号の配列を示す説明図。
【図４】実施形態２におけるサンプリングスイッチの拡大構成図。
【図５】実施形態３に係わるＴＦＴ－ＬＣＤの回路構成図。
【図６】図５に示すサンプリングスイッチの拡大構成図。
【図７】図６の各ビデオバスに供給される映像信号の配列を示す説明図。
【図８】実施形態４に係わるＴＦＴ－ＬＣＤの回路構成図。
【図９】図８に示すサンプリングスイッチの拡大構成図。
【図１０】図９の各ビデオバスに供給される映像信号の配列を示す説明図。
【図１１】一般的なＳ／Ｈ型駆動回路内蔵のＴＦＴ－ＬＣＤの回路構成図。
【符号の説明】
１１０…表示部、１１１…信号線、１１２…走査線
１１３…薄膜トランジスタ、１１４…画素電極、１１５…対向電極
１２０…走査線駆動回路、１３０…信号線駆動回路、１４０…額縁部
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